




























 第 3 章では、高温加熱の作用を受けたコンクリートはモルタルに比較して破壊エネルギ
ーは大きくなるが、初期結合応力はモルタルの方が大きくなることを示し、破壊特性には
粗骨材の有無が大きく影響することを明らかにした。 
 第 4章では、高温加熱の作用を受けたコンクリートの初期結合応力は加熱時間 12時間ま
では加熱温度 200℃、加熱温度 24時間以降は加熱温度 100℃で最大となること、破壊エネ
ルギーは加熱時間 6 時間までは加熱温度 500～600℃、加熱時間 12 時間以降は加熱温度
400℃で最大となること、加熱時間が長くなるにともない初期結合応力、破壊エネルギーと
もに低温側で最大となることなど、破壊特性に及ぼす加熱時間の影響を明らかにした。 





 第 6 章では、前章までの検討結果に基づき、破壊特性と加熱温度の関係を検討し、コン
クリートの加熱温度と圧縮強度および破壊エネルギーの関係式を示し、数値解析に用いる
材料特性の評価式を提案した。 
 第 7 章では、芯棒打込み式およびアンダーカット式の 2 種類の金属系アンカーが埋め込
まれたコンクリート供試体について、高温加熱後にアンカーの引抜き試験を行なった結果、
両アンカーとも加熱温度 300℃から引抜き荷重が低下すること、アンカーの埋込み長さにア
ンカー拡張部および引抜き時のすべりを考慮することで引抜き荷重の推定精度が高くなる
ことなどを明らかにした。また、高温加熱の影響を受けたコンクリートの破壊特性を考慮
した FEMによるアンダーカット式アンカーの引抜き解析を行い、実験結果と比較を行った
結果、最大荷重に関して良い対応結果が得られた。 
 以上のように本研究は、高温加熱（100～800℃）の影響を受けた広範囲の条件のコンク
リートの破壊特性について実験的に明らかにするとともに、加熱条件と破壊特性との関係
を定式化し、加熱作用を受けた金属系アンカーの引抜き特性の推定方法への応用を示した
ものであり、工学への貢献度は高い。よって、博士（工学）の学位を授与するに十分に値
するものである。 
